
、

ハリケーンと東日本大震災の日米両被災地の子供達が“夢の交流”

ニューオリンズから子供達のバンドが１０月にやってくる！
「トモダチ・イニシアティブ（TOMODACHI）でルース駐日米大使も関心示す

２００５年８月２９日、“ジャズの故郷”ニューオリンズを襲

ったハリケーン、そして２０１１年３月１１日、東日本大震災

の地震と津波

…この両被災

地を結んで日

米の子供達の

ジャズバンドを

交流させようと

いう大きな夢が、

実現に向かっ

て着実に歩き

出しています。

まずはニューオ

リンズからの子

供バンドが１０

月５日に来日、

東北の被災地

で現地の子供

バンドと交流。

さらに来年夏に

は、気仙沼のスウィング・ドルフィンズの渡米も固まりつつ

あります。さる６月８日、米大使公邸で開催されたジャズパ

ーティーに私達夫妻も招待され、ジョン・V・ルース駐日ア

メリカ大使とお会いした際、日本ルイ・アームストロング協

会が進めている日米子供達の交流の夢をお伝えする機

会を得ました。大使も大いに関心を寄せてくれて、米政府

が力を入れている「トモダチ・イニシアティブ

（TOMODACHI）」の支援も、視野に入ってきました。それも

これも、銃や麻薬に囲まれて暮らすニューオリンズの子供

達にルイ・ア

ームストロング

の生涯を思い

だしてもらおう

と、１９９４年に

始めた日本ル

イ・アームスト

ロング協会の

“銃に代えて

楽器を！”…

サッチモの孫

達への楽器プ

レゼント運動

など、全国の

ジャズファン、

ジャズバンド

の皆様から楽

器と義援金が

届き、楽器を失ったミュージシャンや学校、子供達を支援

することが出来た１８年間の支援活動の賜物なのです。日

本とニューオリンズの絆に新しい扉が開かれようとしていま

す。５月２８日に開催された「気仙沼支援チャリティ・ライ

ブ」も、お陰様で大成功でした。今回の会報では、これら

WJF の活動を特集するとともに、長い間、応援して頂いて

いる皆様に、心からお礼申しあげます。 （外山喜雄・恵子）
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※今年の「サッチモ祭」は、開催日が１０月１４日(日)に再延期されています。場所は同じ、東京・恵比寿

ガーデンプレイスのヱビスビール記念館。ニューオリンズからの子供達のジャズバンドを迎える予定です。

外山喜雄・恵子夫妻（左）とルース駐日アメリカ大使（右から２人目）。右端はボブ・グリーンさん

の友人で大使館員のバリット・セイビンさん＝６月８日、駐日アメリカ大使公邸で



パーティー会場とな

った駐日アメリカ大

使公邸の大広間で

挨拶する秋吉さん

(写真上)。何とこの

昭和天皇とマッカー

サー会見の間だっ

た(写真右＝昭和２０

年９月２７日)

ルース駐日アメリカ大使主催のジャズパーティー

外山夫妻が日米被災地の子供ジャズバンドの交流を熱く語る
日米ジャズ交流のパイオニア、秋吉敏子さんをゲストに開催

米のトモダチ交流はすでに進行中

レディー・ガガは６００万円を寄付

ルース駐日アメリカ大使が力を入れている“トモダチ交

流”は、東日本大震災被災地の若者をアメリカに招き、教

育、芸術、スポーツ、起業、リーダーの育成の支援を行う

若者支援のプログラム。

「トモダチ・イニシアティブ

（TOMODACHI）」と呼ば

れ、福島の山木屋太鼓グ

ループがワシントン桜祭

りに参加したことや、話題

のレディー・ガガがキスマ

ーク入りの被災地支援の

ティーカップをオークショ

ンにかけ、落札額の６００

万円を、日米芸術交流の

ための「トモダチ・アート・

フェローシップ」に寄付し

たことなどで話題を呼んだ。

この芸術交流プログラムの

発足を記念して、２０１２年６

月８日午後６時半、アメリカ大

使館に隣接するアメリカ大使

公邸（東京・港区赤坂）で、ル

ース大使主催のジャズパーティーが開催された。１９５６年

日本人で始めてボストンのバークリー音楽院（現バークリ

ー音楽大学）に単身留学したピアニスト、秋吉敏子さんが、

日米ジャズ交流のパイオニアとしてゲスト出演、約１００名

が栄えある招待を受けた。日本とニューオリンズ、そしてニ

ューオリンズと被災地の子供達の架け橋となっている日本

ルイ・アームストロング協会の外山喜雄、恵子も出席、ル

ース大使とお話をする機会を得た。

“恩返しの楽器”で感動のルース大使

あのツイットも忘れず夫妻を熱く迎える

２０１１年４月、大震災からわずか１ヵ月で、津波で楽器

をなくしたスウィング・ドルフィンズの元に“恩返しの楽器”

が届いたとき、この日米交流に感激してツイッターで何度

もツイットして下さったルース大使。そのことを覚えていて、

大変喜んで下さり、私達のニューオリンズへの支援、そし

て帰ってきた恩返しの話に、とても熱心に耳を傾けて下さ

った。

アメリカ大使館からは、ニューオリンズと被災地の子供達

のジャズ交流は、「TOMODACHI」にぴったり…と支援を

頂ける感触の言葉を頂いた。

パーティーとコンサートの会場となったのは、ギリシャ風

の庭園を持つ大使公邸

の大広間。ピアノが置か

れた背後の壁には円柱

と上部が円形の窓…こ

の場所は、終戦後、昭

和天皇とマッカーサー

元帥が並んだあの有名

な 写 真 が 撮 ら れ た 場

所！！ ワイン、シャン

ペン、オードブルのカク

テル･パーティーのあと、

まず挨拶にたったルー

ス大使は、「日米関係で

真に大切なのは軍事的同盟で

はなく、礎となるのは人と人、文

化と文化の交流です。その意味

で、秋吉さんはジャズ交流のパ

イオニアであり、彼女に続いて何

百人、何千人の音楽家が続きま

した。日米の若者をつなげるトモダチの芸術振興フェロー

シップのスタートに最もふさわしいゲストです。先日、来日

したレディー・ガガが、日米交流のために６００万円を寄付

しましたが、いわばレディー・ガガも、トシコのあとを追って

いる…とも言えます」と挨拶。

『ロング･イエロー･ロード』など熱演

音大生も加わり『Ｃジャム・ブルース』

続いて１９４６年、九州の進駐軍クラ

ブでジャズ演奏を始めジャズ生活６５

年、１９５６年に渡米から５５年を記念

するシリーズ･コンサートを昨年から続

けている秋吉さんが流ちょうな英語で

挨拶し、マックス・ローチら有名ジャズ

マンとの交流の想い出を語り、ソロコン

サートが始まった。日本人としてアメリ

カで生活してきた想いを込め、“長い



黄色の道”と命名したオリジナル曲『ロング･イエロー･ロ

ード』を幕開けに、尊敬するデューク･エリントンの『ソフィス

ティケイテッド・レディ』、その他ディジー･ガ

レスピー、バド・パウエル、新潟の冬をイメー

ジした自作曲、また、広島の悲劇をテーマ

にした『ヒロシマ・ライジング・フロム・アビス

（Hiroshima: Rising From The Abyss）』

を演奏。最後に、国立音大生のアルトサック

ス、テナーサックスも特別参加し『Ｃジャム・

ブルース』を演奏、最前列に座ったルース

大使も大きな拍手を送っていた。

招待客の中には、ジャズ界からトランペッ

トの原朋直、マイク･プライス、ピアニストの国府弘子、トシ

コ･グレイス、ゴスペルシンガーの亀淵友香、ジャズ評論家

の瀬川昌久(敬称略)、そしてタレント、デイブ･スペクター

夫妻の顔も見えた。

ニューオリンズとの交流を深めてき

た日本ルイ・アームストロング協会の

活動が、アメリカ大使や大使館関係

者に、敬意を持って受け止められて

いることを、とても嬉しく思います。是

非、日米交流の私達の夢が、大使館

との新しい関係によって広がっていく

ことを祈っています。

(外山喜雄・恵子)

大震災から１年、スタートした日米被災地の子供ジャズ交流

英字紙の詳報がアメリカ社会を駆け巡り再びティピティナス財団へ
きっかけは英字紙『ジャパンタイムズ』、ケン・カワシマ記者の特集記事

記者に「今後の活動の夢は？」と問われ

双方でのジョイント・コンサートを見たい！

日本ルイ・アームストロン

グ協会と、楽器を贈ってくれ

たニューオリンズのティピティ

ナス財団共同で、ハリケー

ン・カトリーナ被災のニュー

オリンズの子供達のジャズバ

ンド、そして津波で楽器を失

った気仙沼と東北の子供達

のジャズ交流が、始まろうとし

ています。

きっかけは、今年３月８日、

大震災から１年目にあたって、

英字新聞『ジャパンタイムズ』

が日本ルイ・アームストロング

協会の長年の活動、そして

ニューオリンズから気仙沼の

子供達に届いた楽器の特集

記事を掲載してくれたこと。

記事を担当してくれたケン・

カワシマ記者は、日本ルイ・

アームストロング協会の活動

を朝日イブニングニュース(１

９９９年)や、ジャパンタイムス

(２００４年)で、以前にも、この活動を取りあげてくれた記者

さんで、昨年の大震災の直後、ニューオリンズからドルフィ

ンズに贈られた楽器とその

背景を大きな記事で取り扱

ってくれました。

英語の記事だったため、

ニューオリンズの方々、そし

てアメリカ大使館の方々に

もこの日米のジャズ交流を、

さらによく理解して頂く大き

なきっかけとなりました。特

にカワシマ記者から、今後

の活動の夢は？と問われ

て、「ハリケーン・カトリーナ

を体験した後のニューオリ

ンズの若いミュージシャン

たちと気仙沼の子供たちが、

仙台とニューオリンズの双

方で開催されるジョイント・

コンサートで、彼らが一緒

に演奏するのをしっかりと

見たいんです」と答え、ハリ

ケーン・カトリーナを体験し

た子供達と、津波を体験し

た子供達、そんな日米両被災地の子供達のジャズバンド

サッチモ・サマーフェストのステージに並ぶ「スウィング・ドルフィン

ズ」(写真上)とサッチモ祭で行進するオー・ペリー・ウォーカー高

校のブラスバンド(写真下)＝もちろん、こうなったらいいなあ…とい

う合成写真ですよ

昨年のサッチモ祭に大使の名代で

来てくださったアメリカ大使館の文

化・交流担当、リチャード・メイ氏(中

央)と外山夫妻



交流の夢をお話しました。

来日はティピティナス・ジャズ教室生徒８人

ウォーカー高校のセカンドライン･バンド８人

３月８日にジャパンタイムズで発信されたこの夢に、まず

反応してくれたのがニューオリンズの有

名ライブハウス、ティピティナスの財団の

スポンサーで代表のローランド・フォン・

カーナトフスキーさん。有名なサックス奏

者、ドナルド･ハリソンさんの指導で開い

ているティピティナスのジャズ教室の生

徒達８名、そして私達日本ルイ・アームストロング協会が２

００３年から支援してきた伝説のバンド指導者、ウィルバー

ト・ローリンズ先生(写真上)が教えるオー・ペリー・ウォーカ

ー高校のブラスバンドから選抜したニューオリンズスタイル

のセカンドライン･バンド８名を、両先生とともに来日させる

ことが決定しました。私達日本ルイ・アームストロング協会

と楽器を贈ってくれたニューオリンズのティピティナス財団

の共同プロジェクトとして実現に向かって動き始めている

のです！！

仙台の佐々木孝夫さんがアレンジして

日程も固まり「サッチモ祭」にもデビュー

ティピティナス財団が費用を負担し、日本サイドでも大

使館、財団、企業等の支援を求めています。１０月５日に

来日、６日＝横濱ジャズプロムナード出演、７日＝石巻－

多賀城で多賀城ブライトキッズ、新しくスタートする石巻ジ

ュニアジャズ・オーケストラと交流演奏会、８日＝気仙沼

でスウィング・ドルフィンズと、１０日＝東北の名門校、東

北学院（中学、高校、大学があり、ブライトキッズを“卒

業”した千葉隆壱君＝中２＝も通っている）で同校ブラス

バンドと校内交換会、東京へ帰り、10 月 12 日東京ディズ

ニーランド出演、そして１０月１４日＝第３２回サッチモ祭

出演も予定されています。

東北地域のアレンジは、仙台のジャズカフェ「ジャズ・ミ

ー・ブルースｎｏｌａ」の佐々木孝夫さん(写真下)と宮城音

楽支援ネットワーク（代表榊原光裕さん）が主体とな

って手配を始めてくださっています。

佐々木さんは、ニューオリンズがハリ

ケーン･カトリーナで被災した時から、ジ

ャズマン人形を販売してニューオリンズ

への寄付を続けてくださり、東日本大震

災では、ニューオリンズからの支援で購

入した楽器とスウィング･ドルフィンズを結んでくれた立役

者です。

来日する子供達の一部が通うオー・ペリー・ウォーカー

高校は、あのジョージ･ルイスの家のすぐ裏の学校…１９６

３年ジョージ･ルイスの労音公演の追っかけからニューオリ

ンズに移住する決心に至ったことを考えると、不思議な縁

を感じます。ローリンズ先生の教えてきた子供達は、貧し

い環境に育った子供達も多く、私達が学校を訪問する度

に先生が子供達に向かって、「一生懸命努力すれば君た

ちも日本に行けるかも知れない…」と夢を語っていた。そ

の夢を実現させて上げられる機会が来たことを嬉しく思い

ます！

スウィング・ドルフィンズも２０１３年夏

ニューオリンズでお礼の演奏プレゼント

また、もう一つの夢、ニューオリンズから楽器をプレゼン

トされた、スウィング・ドルフィンズが２０１３年夏、ニューオリ

ンズを訪問してお礼の演奏をプレゼント…この夢も実現に

向けて動き出しました！ ルース駐日アメリカ大使はもとよ

り、国際交流基金やティピティナス財団も、大きな関心を

寄せてくださり、トモダチ交流の一環として実現する可能

性も大きいものがあります。     （外山喜雄・恵子）

ニューオリンズからの来日予定を知って、ブライトキッズ

の“卒業生”、千葉隆壱君（中２）からティピティナス財団事

務局長、キム・カットナーさんに送られてきたスイートなメ

ールの礼状。キムさんが大喜びして外山夫妻に知らせて

きた。中学１年生の千葉君が､一生懸命感謝の気持ちを

伝えたいと英語と格闘、書いたお手紙、、、、勝手にご紹

介。
・・・まずは、、、キムさんのメール
Dear Yoshio - I wanted to share with you this 

very sweet email from one of your young musicians. 
It brightened my day, Kim

・・・･そして千葉君の力作

To dear Kim
Hello, how are you?
When it was decided that everybody of New 

Orleans visited Japan in October,
Toyama married couple gave an email to me.
And I hear that everybody comes to one's 

"TOHOKUGAKUIN Junior High School＆high 
school" going to school and am very glad.

Will Kim come?
I meet very much, and oneself wants to have it.
And oneself  practices music to send to 

everybody of New Orleans now.
I play it with the feeling of conventional many 

thanks.
The thanks go to direct New Orleans sometime and 
wanted to do it, but send

only a sound earlier.
Please look forward to.
I graduated from Bright kids

Ryuichi Chiba



塩釜市でブライトキッズ“卒業”コンサート２０１２開催！
卒業生、二宮彩乃さんからすてきなレポートをいただきました

平成２４年３月

１７日（土）、塩釜

市遊ホールにお

いて、ブライトキ

ッズのコンサートを行いました(写真中央)。

私たち６年生にとっては、卒業コンサート

となる最後のコンサートでした。

昨年は、卒業コンサートの２日前に東

日本大震災が起こり、残念ながら中止に

なりました。

あれから１年が経

ち、いろんな事が有

りました。

震災後、練習場所

の学校の被害も大

きく、立ち入ることも

できず、楽器や、楽

譜の状態もわからな

いまま、何も出来ず

毎日を過ごしていま

した。

練習もできず、このままでブライトキッズは終わって

しまうのだろうかと、悲しい気持ちでいました。そんな

時、うれしい、ビックニュースが飛び込んできました。

ニューオリンズの方々が支援をして下さり、東京の、

日本ルイ・アームストロング協会を通じ、楽器を支援し

て下さるとのお話です。協会の外山さんご夫妻が多

賀城へ楽器を届けて下さるというのです。その話を聞

き、みんなで久しぶりに集まり、もう一度音楽がやれる喜びが、

メンバーも、保護者の方達も大爆発しました！！そして、も一

度みんなで頑張ろう！！と前へ進む事にしました。

外山さんご夫妻が楽器を届けて下さった日は、卒業コンサ

ートの出来なかった中学１年生になった、OB、OG も駆けつ

けて、大盛り上がりでした。ピッカピッカの楽器に大歓声が上

がりました。そして、外山さんとご一緒に、OB、OG も交え、

JAZZ を思いっきりスイングしました。（その時、外山さんの奥

様がケガをされ、ご一緒に演奏が出来なかったのが、今でも

心残りです。）

多くの方の心のこもった楽器と

共に再出発したブライトキッズも、

少しずつメンバーが増え、この１

年、沢山のステージに立つこと

が出来ました。

この１年の出来事、まだ会った

ことの無いニューオリンズの皆さ

んの事を思い、最後の卒業コン

サートが出来たことは、音楽が大

好きな皆さん、

JAZZ の大好き

な皆さん、多く

の方々のお蔭

です。

この感動、喜

びを忘れずに、

無事に卒業コ

ン サ ー ト を 終

える事が出来

ました。

ほんとうにありがとうございました。

私は、ブライトキッズを卒業しましたが、いつま

でも感謝の心を忘れず、何事にも頑張りたいと思

います。そして、いつかこの恩返しをする日が来

ることを願っています。

２０１２年ブライトキッズ卒業生 二宮彩乃

そして、ブライトキッズを指導されている辻雅子先生からも次のよ

うなメールをいただいています。

この度は大変立派なお花を頂き、ありがとうございました。子供達

も保護者の方々もとても喜んでいました。おかげさまで、無事にコン

サートを終了することができました。体調が悪かったり、緊張したり、

興奮しすぎて怒られたりと、小学生ならではのハプニングもありまし

たが、終わった後に子供達が笑顔で「楽しかった！」と口を揃えて

いっていたので指導者チームも保護者のみなさんもホッとしました。

後ほど、今回の演奏の写真データと演奏会の DVD をお送りしま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

何かと忙しい季節の変わり目かと思いますが、無理せずお体大切

に。外山様ご夫妻の今後ますますのご活躍をお祈りいたしておりま

す。                                辻 雅子

                                    

「やったー！」と元気いっぱいのブライトキッズ＝

後列目の左から三人目が二宮彩乃さん



大災害で引き裂かれ、ジャズで結ばれた

外山喜雄 恵子夫妻の若いミュージシャンへのチャリティー活動と戻ってきた恩返し
──「ジャパンタイムズ」紙ケン・カワシマ記者 特別寄稿 の訳文

２０１１年４月２４日朝、メンバー全員が小学生と中学生の

子供ジャズバンド「スウィング・ドルフィンズ」の部員２４人は、

目前に迫ったコンサートの準備に追われていた。幼いミュー

ジシャンたちにとっては、すっかり堅くなってしまいそうな状況

…。でも、このコンサーの時は違っていた──宮城県気仙沼

市内でこの日開催されたコンサートは、２０１１年３月１１日の

東日本大震災後、彼らにとって最初の演奏だった。そして、

この大震災は、彼らの街のほとんどすべてを地図から拭い去

っていた。

このコンサートの発案者は、地域

の避難所で診療していた一医師だ

った。音楽を演奏することが、トラウ

マを抱えた子供たちのための最善の

治療法かも知れないと彼は考えてい

た。

しかし、マグニチュード９という大

地震と、その後襲ってきた津波は、

数千人の人たちを一掃したばかりで

はなく、ドルフィンズの音楽用具一式

も同様に洗い流してしまった。

そのコンサートの１週間前、トラン

ペット、サキソホン、トロンボーンなど

の楽器が入った大きな荷物が運び

込まれてきた──米ニューオリンズ

市にある音楽の非営利団体「ティピ

ティナス財団」からの、気前のいい１

万１２００ドルもの申し出を受けた結

果だった。この贈り物は、ドルフィン

ズへの恩返しだった。ドルフィンズは、

２００５年にハリケーン・カトリーナがニ

ューオリンズを襲った時、チャリティ

ー・コンサートを開いて、基金を募り、

１２５ドルを赤十字に寄贈していた。

「私は、このピッカピカの新しい楽

器を見て、とっても興奮してしまいま

した」と、１１歳のトランペッターで、ド

ルフィンズ最年少の岩渕天音（いわ

ぶち・あまね）さんは当時を思い起こ

す。当時、天音さんは避難してきた

人たち数百人と一緒に体育館で避難所生活を送っていた。

彼女の母親の紀久子さんもまた感謝の気持ちを伝える。

「あの当時、私たちは食べ物と衣類がたりなくて、そればっか

りをずっと心配していました。でも、何週間か経って初めて娘

が明るく微笑んでいるのを見て、私は気づいたんです。音楽

がこの子の心を癒してくれた何かを与えてくれたんだって」。

ティピティナス財団やほかの善意の人々（楽器輸入販売会

社グローバルや神田商会、ローランド、パールといったメーカ

ーなど）からも送られてきたこの贈り物は、ワンダフルワール

ド・ジャズ・ファウンデーション（ＷＪＦ＝日本名：ルイ・アームス

トロング協会）が始めたチャリティー活動の成果だった。日本

ルイ・アームストロング協会は、外山喜雄・恵子夫妻の熱意に

よって１９９４年に日本で結成、創設された。

同協会は、ニューオリンズを襲ったハリケーン・カトリーナ

の後、日本で支援のためのキャンペーンで募金集めを始め、

洪水で被災したニューオリンズのミュージシャンを助けるため

に約１０万ドル（２００５年当時１２００万円相当）の寄付金を集

めた。

外山夫妻とニューオリンズとの絆は、それから４０年も遡る。

当時、大学を卒業したばかりの二人がニューオリンズへ行くと

いう生涯の夢を追いかけた時に始まっていた。１９６８年、新

婚ほやほやの二人は、ここのフレンチ・クオーターの一角、バ

ーボンストリートを見下ろす小さなアパートに移った。そこで

は、破れた窓を通して、階下からの正真正銘のデキシーラン

ド・ジャズのサウンド

を聞くことができた。

そ こ は 、 ま さ に 『 天

国』だったと、二人は

言う。１９７３年に日本

に帰国した後、二人

は「外山喜雄とデキ

シーセインツ」──

現在もなお東京周辺

で活躍しているバン

ド──を結成した。ト

ランペットとボーカル

は喜雄さん、そして

恵子さんはバンジョ

ーとピアノの演奏。

「私たちはいつも

ニ ュ ー オ リ ン ズ の

方々のサザン・ホス

ピタリティーに恩義を

感じていて、いつか、

その恩返しをしなけ

ればと思っていまし

た」と外山喜雄さん

（６８）は、千葉県浦

安の自宅で回想する。

「彼らはいつも私た

ちを家族ように迎え

てくれました」。

しかし、その懐か

しい街に暴力犯罪が

増えていると聞いて

いた彼らは１９９３年、マルディグラの時に街を再訪し、大きな

ショックを受けた。

「私たちは、パレードで行進していたマーチング・バンドの

楽器を見て、あまりにもひどい状態なので愕然とさせられた

んです」と、恵子さん（６９）は思い起こす。

二人は、ニューオリンズで最も有名な市民の一人（そしてこ

の二人のヒーローでもある人）、伝説のトランペッター、ルイ・

“サッチモ”・アームストロング（１９０１～７１）の精神の復活を

願って、音楽活動の先頭に立つ決心をした。

「ルイ・アームストロング自身、スラム街で生まれ、育ったの

で、私はいつも、他にもう一人──あるいはもっと多く──の

偉大なサッチモがニューオリンズの貧しい地区から現れてく

ると思っていました。もし、彼らにチャンスさえあれば…」と喜

雄さんは言う。「我々が子供たちを暴力と麻薬から救って、導

くことができる最善の方法は、彼らに残された素晴らしい音楽

の伝統に目覚めさせることだと考えたんです」。

『ジャパンタイムズ』紙の１ページ全面を費やして掲載された外山

夫妻と東北支援に関わる活動記事



そんな思いが「銃に代えて楽器を」というスローガンとともに、

外山夫妻をＷＪＦ（日本ルイ・アームストロング協会）発足へと

導かせた。ＷＪＦはこれまでのところ、日本各地の熱心なジャ

ズファンから８００近い楽器を集めてきた。これらのほとんどは

新品同様で、ほかのものは、東京・新宿区の楽器商、（株）グ

ローバルで修復され、修理されニューオリンズへ送られた。

（この(株)グローバルは、今回ドルフィンズのために送られて

きた寄付金を破格な値段で楽器に代えてくれた）。そして日

本通運がこれらの新しい楽器を無料でニューオリンズの子供

たちのところへ運んでくれてもいる。

この夫妻の活動が実を結んだのは、外山夫妻が沢山の善

意の人々を結びつけ、数多くの寛大な人たちと日本各地の

組織をも結びつけて、一歩一歩細心の注意を払って築いて

きたバックグラウンドがあってのこと。それは２世代にも渡って

ニューオリンズの恵まれない子供たちに音楽家への道を歩ま

せ、あるいは音楽の道を歩まないまでも、音楽を通じてより創

造的な、少なくとも破滅的ではない道を歩む機会を与える…

そんな活動を可能としてきた。

「いま、本当に勇気づけられることは、私たちが日本ルイ・

アームストロング協会をスタートさせて、最初にニューオリンズ

で楽器を手渡した当時、まだ小学生だった子供たちの何人

かが、もうりっぱな成人になっていて、今度は彼ら自身が地

元でローカルな“銃に代えて楽器を”のプロジェクトをスタート

させていたということです」と恵子さんは誇らしげに言う。

これら外山夫妻の努力は、地元でも気づかれないわけは

なかった。ニューオリンズの「タイムズ・ピカユーン」紙のコラム

ニスト、シーラ・ストロープさんは、２００３年からこの夫妻のチ

ャリティー活動をずっとフォローし続けている。「カトリーナの

後、彼らは楽器をなくしたプロのミュージシャンたちの大きな

助けになりました」と、ストロープさんは、Ｅメールを通じてジャ

パン・タイムズ紙に語った。「外山夫妻は私たちにとって、とて

も大きな存在ですし、ニューオリンズの人たちにとっても偉大

な恩恵のある方々なんです」。

２００８年にそんな地元での感情を反映するように、現ニュ

ーオリンズ市議会議長のジャクリーヌ・クラークソンさんは、外

山夫妻がこの街の若者たちに絶え間なく続けてきてくれた活

動に敬意を表して、二人に「市の鍵」を授与した。そして、ここ

何年もの間、外山喜雄とデキシーセインツは、この街で開催

される「サッチモ・サマーフェスト」の例年のハイライトの１つに

なっていた。バンドリーダーの喜雄さんは──『ハロー・ドリ

ー！』や『その素晴らしき世界』のような曲で、その良き師、サ

ッチモの厳かな声（そして、大笑い）をまねて──いまや、

“日本のサッチモ”として知られている。

このように積み重ねられたすべての善意に対して東日本

大震災の後、ニューオリンズの音楽界では、「今度はニュー

オリンズが日本を助ける番だ」という声がすぐに巻き起こっ

た。

最初に支援を呼びかけのは、ウィルバート・ローリンズ先生

だった。彼は、外山夫妻が、トランペットやサキソホン、チュー

バ、トロンボーンなど３９もの楽器を日本から寄贈した２００３年

当時、カーバー高校のバンドリーダーだった。そんな関係も

あってローリンズ先生は昨年４月、ニューオリンズで真っ先に

日本を支援する慈善コンサートを組織した。

「外山夫妻は、たとえ１つか、２つしか楽器が残っていなく

ても、彼らが提供できるものは、いつもすべてを持ってきてく

れた」と、彼はジャパン・タイムズからの電話で話した。「それ

で、大地震が日本を襲った時、今度は私たちが夫妻にお返

しをする番だと思ったんです」。

そして、ティピティナス基金が外山夫妻に寄付の申し出を

してきて、ドルフィンズが４月２４日、コンサートに出演すること

が分かった。それを聞いて、彼らはこの若いミュージシャンた

ちに必要なお金と足りない楽器をすぐに送った。後にティピ

ティナス財団は、新しい楽器を買うための６０００ドル超の追

加寄金を多賀城「ブライトキッズ」という宮城県内の他の若い

ジャズバンドにも送った。

スウィング・ドルフィンズのバンドリーダー、須藤丈市さん（５

３）は、ニューオリンズの人々から彼のバンドに受けた恩恵に

応えるものがなく、お返しがしたくてもできないで申し訳なく

思っていると話している。気仙沼の目抜き通りでジャズ・バー

を開きたいと夢見ていて、昨年の津波被害でこのジャズ・バ

ーの計画が行き詰まっている須藤さんは、いまは仙台市に住

んでいて、仕事を探している。

「悲しいことに、１年経ってもまだ、我々のほとんどは生活

再建を続けているんです」と彼は言う。「ですから私がいつも

リハーサルの時に子供たちに言っていることは、我々の感謝

の気持ちを示す最もいい方法は、できる限り一生懸命に練

習することだ──で、私は、子供たちに分かって貰えたと思

っています。子供たちの目を見れば分かるんです」。

昨年４月の復帰コンサートでスウィング・ドルフィンズは、声

高にはっきりとそのメッセージを伝えた。新しい楽器を受け取

って、たったの１週間でこの若いバンドは、気仙沼の避難所

になっている総合体育館の前で震災で生き延びた５００人を

超える聴衆と集まった多くの報道関係者に向かって演奏した。

そして、このバンドが（５００キロもマイカーで北へ走ってきた）

外山夫妻と共に『聖者の行進』の楽しい演奏に乗りだした時、

彼らの感謝の気持ちと希望の証は世界中で見られ、聞くこと

がでた。ＮＨＫと米テレビネットワークのＮＢＣが、このイベント

をドキュメンタリーとして伝えたのだ。バンドは YouTube にリン

クして海外の友人たちにその感謝の気持ちを伝えている。

いま、スウィング・ドルフィンズは完全に復帰をはたしている。

昨年は仙台から横浜の間の各地のジャズフェスティバルで演

奏し、いまでは常に引っ張りだこだ。彼らの家庭での生活再

建は、もがきながら続けられているけれど、彼らの音楽への

意気込みは以前にも増して強くなっている。

外山夫妻に関してはどうかというと、この東日本大震災に

彼らも巻き込まれてしまった。千葉県浦安市の彼らの家とそ

の一帯は──埋め立て地に建てられていて地震が引き起こ

した液状化現象で──甚大な被害を受け、このインタビュー

の時点でも、いまだ辛い再建築に直面されている。今後の計

画は？と尋ねると、無理もないことだが、恵子さんは「色々な

活動で正直、ちょっと疲れました」と恵子さんは返答をする。

とはいっても、喜雄さんは、この活動で、もう一つ夢を持っ

ている。それは、見込みは低いかも知れないが大胆な試み

だ。それは、ルイ・アームストロングが来日して京都でのコン

サートの際、彼は楽屋で、彼のトランペットをちょっと吹かせて

貰ってもいいかと聞いて、あの巨匠がいいよと言ってくれた時

の、青春時代の願いを満たしてくれたような大胆な企てをさし

ているのだ。今度のそれは、外山さんが、スポンサーの助け

を借りて、２つの国際的な交流コンサートをやるという願い

だ。

「私は、ハリケーン・カトリーナを体験した後のニューオリン

ズの若いミュージシャンたちと気仙沼の子供たちが、仙台と

ニューオリンズの双方で開催されるジョイント・コンサートで、

彼らが一緒に演奏するのをしっかりと見たいんです」。彼は顔

を輝かせた。「これこそ“この素晴らしい世界──ワット・ア・ワ

ンダフルワールド”ではありませんか」。

（２０１２年３月８日発行の「The Japan Times」紙から）



        気仙沼をＪＡＺＺで応援ａｔ銀座

最高気温２７度“明るい表通り”に

“サッチモの夏”がやってきた！！

東京の最高気温は２７度Ｃ。もうすっかり“サッチモの

夏”日よりとなった５月２７日（日）、文字通り“Sunny Side of 

the Street”東京・銀座５丁目、外堀通りに面した銀座TSビ

ル（旧銀座阪急）「気仙沼復興プロジェクトｆｒｏｍ銀座」２Ｆ

の特設ステージで、日本ルイ・アームストロング協会（ＷＪＦ

＝ワンダフルワールド・ジャズ・ファウンデーション）主催の

『銀座で気仙沼支援チャリティライブ』が開催された。

被災地支援の出店が並び、「みんなで頑張ろう、気仙

沼」の幟や「日本に笑顔を」の垂れ幕、大漁旗が

はためくエ

ン ト ラ ン ス

前では、午

後 ２ 時 開

演の３０分

前から、早

稲 田 大 学

ニ ュ ー オ

ルリンズジ

ャズクラブ

(以下＝早

稲 田 ニ ュ

ー オ リ ) と

外 山 喜 雄

と デ キ シ

ーセインツ

（以下＝セ

インツ）の

面々が、ま

ずは『バー

ボン・ストリート・パレード』を皮切りに、入れ替わり立ち替

わり“呼び込み演奏”（写真上）…当然『明るい表通りで』も

出て、銀ブラのみなさんの目を引く。中には立ち止まって、

若い早稲田ニューオリの演奏に笑顔で耳を傾ける方々も。

早稲田ニューオリ、この日はマネージャーの坂尾正道さん

（ｃｌ＝３年）ら１８人が演奏と支援に駆けつけてくれて、銀

座のこんな表通りでの演奏が「本当に楽しかった」。

セインツ、早稲田ニューオリで開幕

♪『バーボン・ストリート・パレード』

もうすっかりお馴染みのＷＪＦ会報“ワンダフルワールド通

信」編集長、山口義憲さんの司会、セインツの演奏でライ

ブが幕を開ける。セインツは、外山喜雄（tp,vo）・恵子（ｐ，

ｂｊ）、鈴木

孝二（ｃｌ）、

粉川忠範

（ｔｂ）、サ

バオ渡辺

（ｄｓ）…そ

れ に 、 い

つもはクラリネットでセイ

ンツに参加している広

津誠は、この日はテナ

ーサックスで合流（写真

上の上段）。『バーボン・

ストリート・パレード』『明るい表通り

で』…もう “定番”ですね。３０分ほど演奏し、中程でこのラ

イブのいわば“総合プロデューサー”及川順一さん（気仙

沼地域開発株式会社・銀座プロジェクト事務室事務局長）

が歓迎と支援感謝の挨拶。ＷＪＦも開催に当たって皆さん

にずいぶんとお世話になりました。

次いで早稲田ニューオリ。出演は、リーダーの高橋まほ

ろ（ｔｐ＝３年）、出本真由（ｃｌ＝４年）、鈴木満里奈（ｐ＝３

年）、野辺明弘（ｔｂ＝３年）、山口尚記（ｂｊ＝３年）、早川輝

瑛（ｂ＝４年）、阿彦侑真（ｄｓ＝３年）の７人（同中段）。『ヒン

ダスタン』に始まり、なかなかの好演だった『ティン・ルー

フ・ブルース』、そして、外山さんも加わって（同下段）の『ハ



賑やかに支援チャリティライブ

イソサイエティ』など３０分を超える熱演。早稲田ニューオリ

は昨年７月と１２月岩手県宮古市でボランティア演奏をや

っていて今年も夏休みの７月に東北への演奏旅行を予定

している。そんな話も司会の山口さんが早川さんに聞く。

そうそう、この日の出演メンバーは、ことし新年早々に千葉

市内で開催された「マエストロの旅（サッチモのホワット・

ア・ワンダフル・ワールド）」連続３公演にも出演した皆さん

が多かったですね。

集まってきたあの顔この顔…

ビール、缶酎ハイははや完売

ここでバンド入れ替えもあって１０分間の休憩。会場に設

けられたドリンクコーナー

（写真右の上段）では「がん

ばります、気仙沼」のジャ

ンパーを着た女性スタッフ

が、コーラ、サイダー、ビー

ル、缶酎ハイ、ハイボール

を売っていたが、暑さのせ

いもあって、ビール、缶酎

ハイは早々に完売、終演

近くには、もうほとんど売り

切れ寸前だった。１Ｆのハ

ンバーガーも売り切れて

追加したとか。売り上げ好

調！ 入場者も、中村宏さ

ん（ジャズ評論家、防衛医

大名誉教授）や磯野博子

さん（ジャズ評論家・故いソ

ノてルヲ夫人）らＷＪＦ“常

連会員”、早稲田ニューオリＯＢの皆さん、「サッチモの旅」

“同窓生”といったみなさま方でキャパ１５０人ほどの会場

はほとんど埋め尽くされた。

そんな中に宮城県（栗原市）出身のシンガーソングライタ

ー、みなみらんぼうさんご夫妻（写真上の中段）や、宮城県

出身のＷＪＦ会員で、お名前も宮城健さん（東京・練馬区

在住）は、出身の仙台市立商業高校の同窓会長と副会長

さんまで誘ってこられた。やはり宮城県出身（仙台市生ま

れで子供時代、気仙沼で過ごした）という大のトラッド・ジャ

ズファンという鈴木勝巳さん（写真上の下段）…鈴木さんは

先の会報７０号で、海岸にお寺を持っていた岩手県下閉

伊郡の会員で住職、中村義孝さんが津波で建物はもとよ

り貴重な音源、創刊号から揃えてあった『スイングジャーナ

ル』誌などすべてを失ったことを知り、ご自身の貴重な「原

盤の一枚一枚の中から名演曲のみを厳選し採録編集して、

私用の門外

不出の」ニュ

ーオリンズジ

ャズ厳選コレ

クションなど

を計６枚のＣ

Ｄにまとめて、

外 山 さ ん の

ところへ中村

さ ん へ の 贈

答 用 と し て

送ってきてく

れ た 方 。 先

のＷＪＦ会報

６９、７０号に掲載した会員でビックス・バイダーベック研

究家、柳澤安信さんの「モダンジャズ全盛期にトラッド・

ジャズを聴かせた２軒のジャズ喫茶」にもいたく感激さ

れていた。

ま、つまり、この日は“トラッド・ジャズファンの集い”だ

ったんですね。１０分の休憩の時も、セインツが表通り

のエントランスに出て、お客さんの“呼び込み演奏”、

（呼び込んだかどうかはともかく！？）宣伝効果は抜

群！ 共催の東急不動産・銀座５丁目プロジェクト推進

室総支配人、佐野幸巨さんはカメラを抱えて１～２Ｆと

“取材”に忙しい。

熱演！ニューオリンズジャズハウンズ

ニューオリＯＢも楽器もってはせ参じ

第２部は、サッチモ祭にも常連のニューオリンズジャズハ

ウンズ。ライブハウスでの演奏活動も多彩でファンも多い。

何よりニューオリンズへの演奏旅行も回を重ねている。こ

の日の出演メンバーは、加藤晋一（ｔｐ）、新谷健介（ｃｌ）、

山本広介（ｔｂ）、守屋雄策（ｂｊ）、東海林幹雄（ｐ）、伊藤譲

一（ｂ）、吉井哲嗣（ｄｓ）の７人（写真上の上段）。なんとうち５

人が早稲田ニューオリＯＢとか。『ウェアリー・ブルース』、

次いで鎮魂のための賛美歌を１曲、(次のページに続く)



(前のページから続く)

復興のための定番『世界は日の出を待っている』、セイン

ツも加わって、セカンドラインの会場パレード（前頁の右写真

中段）と盛り上がって４０分超。１０分休憩で今度は、早稲

田ニューオリが呼び込み演奏

に出向く。

第３部は、会場に楽器を持ち

込んだ方々が少なくないと思っ

ていたら、全員が集まってのジ

ャムセッションが待っていたの

です。会員で早稲田ニューオリ

ＯＢ、「サッチモの旅」でも、よく

ご一緒した鈴木芳郎さん（ｔｐ）、

外山さんと同期という加藤容さ

ん（ｂ）星野正典さん（cl）横溝良和さん（tb）早稲田ニュー

オリきっての美人ピアニスト（と司会の山口さん＝早稲田ニ

ューオリＯＢが紹介）坂上順子さん。打ち上

げで締めもやってくれた栗生清貴さん（ｄｓ）

…これに外山夫妻も加わり、なんと全員が

早稲田ニューオリＯＢ！（前頁の右写真下段）

中には、楽器はあるがマウスピースを忘れ

てしまった OB 田中康さんも！！！これは

泣くに泣けません。でも、なるほどこの日は

早稲田ニューオリ稲門会による東北支援チャリティライブ

という側面があったからこそ、成功したのでしょう。『ビル・

ベ リ ー 』

『オール・

オ ブ ・ ミ

ー 』 な ど

で盛り上

げました。

おや？及

川さんが

ド ラ ム に

加わって

いますよ。このあとさらに、セインツをバックに『フライ・ミー・

トー・ザ・ムーン』を“気仙沼的な発声”で披露（写真上の右

端）。

司会の山口さんが目を丸くして「あれは、カラオケなんか

で歌っているのとは、大違いですねえ」。打ち上げの時に

伺うと、もうン１０年前、社会人フルバンドでドラムとか、ボ

ーカルもやっていたとか。ああ、このような隠れた！？ジャ

ズファンがとっても多いんです。外山夫妻は、そのような人

たちを本当に大事にしている。

景品多数！の“お楽しみ抽選会”も

CD、DVD、気仙沼グッズ、海産物…

さて、お楽しみ抽選会。その及川さんが苦労して集めて

下さった“気仙沼グッズ”、「がんばります、気

仙沼」のスタジャン、人気菓子の「かもめの玉

子」など計２２点、WJF からはセインツのＣＤ、

サッチモのテレビ番組など納めた DVD、サッ

チモの少年時代を活写したこども向け新刊の

『はばたけ、ルイ』（若林千鶴訳＝１３面に詳報

＝若林さんは、今年の「サッチモの旅」に参加

しますよ！）、ＷＪＦクリスマスパーティーでもお

馴染みの会員、水越有造さんご提供の“サッ

チモ金太郎飴”（あの日野皓正さんは「もったいなくて食べ

られない」）、さらにＷＪＦからフカヒレスープなど気仙沼の

豪華海産物３点セットなど計４２点。かなりの当選確率でし

た。

終盤

に入っ

てセイ

ン ツ 。

外山さ

んの歌をフィーチャーした『君微笑めば』、そして、東日本

大震災の被災者へ向け、世界中の“サッカーファミリー”が寄せ

てくれた『We’ll Never Walk Alone』、何とも涙

を誘う『浜辺の歌』、恵子さんの『世界は日の

出を待っている』、ヂュワッヂュワ…の『スウィ

ングしなけりゃ意味がない』。フィナーレは、

何と言っても全員集合の『聖者の行進』セカ

ンドライン・パレード（写真上中央）。

終演予定の午後５時を大きく回ってし

まいましたが、会場をバックアップしてい

ただいた気仙沼スタッフのみなさん、本

当にありがとうございました。出演の外山

夫妻とセインツ、ニューオリンズジャズハウンズ、早稲田ニ

ューオリ＆ＯＢのみなさん、司会の山口さん、ご苦労様

…この晩は、美味しいお酒で旧交を温めたようです。

※このライブの収支のご報告は最終１６面に。 （小泉良夫）

早稲田ニューオリ歴代（！？）美女ピアニ

スト。左から外山恵子さん、鈴木満里奈

さん、坂上順子さん

主催：日本ルイ・アームストロング協会

共催：気仙沼商工会議所

東急不動産株式会社



「スウィング・ドルフィンズ」のみなさんからも心温まるお礼の手紙

恩返しは一生懸命練習し胸を貼って大好きなジャズを演奏すること
復興もこの子供達が…活動再開の危機を救っていただき深く感謝！

2012/03/25

外山喜雄様・恵子様

謹啓

東日本大震災発生の日からようやく1年が過ぎました。

被災地は建物の解体や瓦礫の撤去も進み、春の空つ風

が何にも無くなつた街を吹き抜けていきます。

先日は素敵な本を送っていただき、本当にありがとうご

ざいました。早速メンバーが順番で読むことになりました。

ジャズが

大好きな

子供達と

はいえ、

おそらく

「ルイ・ア

ームスト

ロング」の

伝説を知

る子はほ

とんど無

く、お陰

様でとても良い勉強の機会になりました。また、これをきっ

かけに「ルイ・アームストロング」と「ジャズ」を益々好きにな

ってほしいと願っております。

さて、被災地では復興に向けての取り組みが多くの不

安と様々な課題を抱えながら動き出そうとしているところで

はありますが、誰もが経験したことのない大災害にただうろ

たえ、右往左往する姿ばかりが目につくのが実情です。

復興を遂げるためのこの取り組みは、世代を超え、何十年

にも及ぶ大事業となることを私たちは覚悟しなければなり

ません。そして、故郷が以前の繁栄を取り戻す頃、時代の

中心となって活躍するのは紛れもなくいま楽しそうにラッパ

を吹いているこの子供達です。

いま、私たち地域の大人達に課せられた責務は、この

子供達を誤りなく守り育てていくことだと言えます。そして

私たちはこれからも「音楽」という素晴らしいエンタテインメ

ントを通じて、この活動を息長く続けていきたいと考えてい

ます。

昨年の震災直後、活動再開の危機を救って頂きました

ことには、いまも深い感謝の念に堪えません。外山さん始

め国内の関係者の皆さん、そして何よリニューオーリンズ

の関係者の皆さんにはあらためまして厚く御礼申し上げま

す。

皆々様からの温かいご支援への恩返しは、逆境にあっ

てもそれにめげることなく、もっともっと一生懸命練習し、

多くの皆さんの前で胸を張って、そして笑顔で大好きな

「ジャズ」を演奏することだと子供達と誓い合いました。

どうかこれからも可愛い「イルカ」達の活躍を温かく見守つ

て頂きたく、切にお願い申し上げます。

春とは言

え朝夕は冷

え込む日が

続きそうです。

何卒ご自愛

下さい。

謹白

気仙沼ジュニアジャズォーヶストラ

会 長 須藤丈市

スウィング・ドルフィンズ保護者会代表

         昆野光行さんからもお礼状を頂きました！

勢揃いした「スウィング・ドルフィンズ」のみなさんと外山夫妻。左端が会長の須藤丈市さん＝２０１２年１１

月２６日、クリスマスの装いに彩られた東京ディズニーランドで



宮城音楽支援ネットワーク事務局の佐々木孝夫さんらとともに…

WJF も支援！石巻ジュニアジャズオーケストラが誕生
１０月来日のニューオリンズ・バンドとの合同イベントの夢も広がる

東日本大震災で被災した宮城県石巻市の子供達のジ

ュニアジャズバンドを立ち上げようという夢が６月２３日、仙

台市の宮城音楽支援ネットワーク（榊原光裕代表）事務局

の佐々木孝夫さん（カフェ＆バ

ー「ジャズ・ミ－・ブルースｎｏｌ

ａ」オーナー）らの奔走で実現し

た(写真右)。

日本ルイ・アームストロング協

会も、佐々木さんからの連絡で

全面協力、アルトサックス２点、

うち１点はタイミング良く、所沢

市の大川敏明さんから、寄贈さ

れた。もう１本は、先に開催した

「銀座で気仙沼チャリティライブ」での収益や基金の１部を

拠出してグロ－バ

ルから購入した。テ

ナーサックスは協

会のストック分から。

バストロンボーンは

ストック分をグロー

バルで修理調整後

に送った。さらに

佐々木さんと榊原さんがネットオークションで購入したエレ

クトリック・ピアノ、ギターアンプ、ベースアンプの代金をＷＪ

Ｆが負担した。

ニューオリンズのティピティナス財団に財政的余裕（来日

の経費のこともあり…）が出れば、バリトンサックスをお願い

出来そう。１０月の来日の際、石巻での合同イベント時に、

贈呈となると良いのだが…。

バンドは、名付けて「石巻ジュニアジャズオーケストラ」。

誕生当日は、榊原さん（定禅寺ストリートジャズフェスティ

バル前代表）や佐々木さん、キューさんの愛称で知られる

“お祭り男”､高橋清博さん（オフィスＱ代表）が出席。佐々

木さんには、日本ルイ・アームストロング協会の代表も努め

ていただいた。

佐々木さんからはさ

っそく以下、ご報告を

いただいた。

＜お世話様を持ち

まして石巻ジュニアジ

ャズオーケストラが誕

生しました(写真左)。河

北新報の新聞記事（写

真下＝２０１２年６月２４日

発行）、当日の写真を

添付します。写真(左下)の楽器は、２台の古めのギターア

ンプを除いたものが贈呈品です。子供達を含むみなさ

んに会報とサッチモ・コースターを差し上げ、経緯につ

いてもきっちりと伝えられたと思います。10 月の石巻で

の会場等についてもリサーチしてきました。＞

佐々木さん、ご苦労さまでした。

＜アルトサックスをご寄贈いただいた大川敏明から＞

この子たちがすばらしいアンサンブルを聴かせてくれることを

楽しみにしています。ボランティアでご指導される先生方も大変

とは思いますが、がんばってくださることと思います。こちらから

も応援しています。ご報告ありがとうございました。今回のサック

ス寄贈の経験を通じて、『つながっている』という実感をひしひし

と感じています。ご対応いただき、ほんとうにありがとうございま

した。



サッチモの少年期を活写『はばたけ、ルイ！』を翻訳した若林千鶴さん
（ＰＬＡＹ, ＬＯＵＩＳ, ＰＬＡＹ：The True Story of a Boy and His Horn)

外山夫妻とＨＵＢ新浦安店で初対面…セインツの演奏も楽しむ

ルイ・アームストロングの少年期を

活写した伝記『はばたけ、ルイ！』(写

真＝ミュリエル・ハリスワインスティーン

作、フランク・モリソン絵: 原題＝ＰＬ

ＡＹ, ＬＯＵＩＳ, ＰＬＡＹ：The True 

Story of a Boy and His Horn)を邦訳し

た翻訳家の若林千鶴さんが、出版に

当たって監修、協力を惜しまなかった

外山喜雄・恵子夫妻を初めて訪ねて

大阪から上京、４月１３日夜は、千葉・

浦安市のＨＵＢ新浦安店で終演までデキシーセインツの

演奏を楽しんだ。この際、私もお邪魔してちょっぴりお話

を伺った。                (小泉良夫)                 

公立中学校で国語を教えるかたわら…

翻訳候補の中に“ＬＯＵＩＳ”を見つける

若林さんは、大阪教育大学大学院を修了後、長い間、

大阪の公立中学校で司書教諭として国語を教え、図書館

を担当し、『学校図書館を子どもたちと楽しもう』(青弓社)

の著作にもあるように一貫して子供達に読書の楽しさを教

えてきた。このため児童書や絵本の邦訳も多数にのぼり、

エージェントからも常々、翻訳の話が持ち込まれていた。

そんなある日…。

「東日本大震災のちょっと

前のことでした。翻訳候補の

いろいろな本が送られていた

んですが、タイトルの“ＬＯＵＩ

Ｓ”というところに、ちょっと興

味を引かれましてね。ええ、ル

イ・アームストロングのことは知

っていましたし、聴いてもいま

したので、あら、サッチモのこ

とかしら！?と思って…」

パラパラめくり、ざっと目を通しているうちにすっかりこの

本の素晴らしさ…特にルイが初めて手にした中古のコル

ネットの“目”を通して彼を見つめ、コルネットに少年期を

語らせているアイデアにも驚きつつ、その魅力に取り付か

れていった。そればかりではない。サッチモの人生に終始

つきまとった過酷な“人種差別”も、

しっかりと書き込まれていて衝撃

を受けた。

＜ルイの大好きなおばあちゃ

んは「元奴隷」でした。いつも腹

ぺこで、裸足、満足に学校へも通

えないような生活…＞と若林さん

が、訳者あとがきにも触れている。

また、２月１６日発行・産経新聞

(大阪版) のインタビューの中で

「公民権運動のことを授業で教えることはありましたが、音

楽の世界のルイ・アームストロングとはつながっていなく

て」と若林さんが言うように、人種差別を禁止する公民権

法が米国で制定されたのは、やっと１９６４年のなってのこ

とだった。この年、サッチモは３度目の来日を果たしている。

『ハロー・ドーリー』が世界的な大ヒットを飛ばし、外山さん

が“追っかけファン”になって、サッチモの楽屋で彼のペッ

トを吹いてしまった年。そんな年まで、アメリカでは公然と

人種差別が続いていた。

極貧、奴隷、人種差別…厳しい現実

何としても子供達にこの事を教えたい

これはもう、何としてでも翻訳したい。子供達にも、この

事実を教えたい。そう決心

して出版社を探していた中

で、「うーん、これがマイケ

ル・ジャクソンだったら、出し

てもいいんだけどなあ…」と

いう出版社もあったそうだ。

やっと若林さんの熱意をく

み取ってくれた出版社が現

れた。㈱リーブル(東京・練

馬区)だった。あとは話がト

ントン拍子に進んだ。イタリ

アの「ボローニャ国際児童図書展」に出向いていた担当

者が、アメリカの著者ら関係者と接触、ＯＫをもらった。若

林さんの本格的な翻訳がはじまる。知人のミュージシャン

が音楽用語の翻訳に力を貸してくれた。

(次ページ下段に続く)

若林千鶴さん(中央)と外山夫妻＝ＨＵＢ新浦安

店で

若林さんやファンらで大賑わいのＨＵＢ店内を回るセインツ



“ジャズの王様”ル

イ・アームストロング

が１９４３年から他界

する１９７１年まで愛

妻のルシール夫人と

住んでいた家が、Ｎ

ＮＹＣクイーンズ区コ

ロナにあり、現在ル

イ・アームストロング・

ハウス博物館として

一般に公開されて

います。

その建物の隣に

あるのがサッチモの

愛した日本庭園。夏

にはこんもりとした木

立に囲まれ、芝生が

敷き詰められた中央

部分では、写真のよ

うに、子ども達や近

隣の人々のための

“サッチモ・コンサー

ト”も開催されていま

す。

ルイ・アームストロング・ハウス博物館の日本庭園が賞金１５万ドル獲得！！

保存プロジェクトがフェイスブックの人気投票に立候補し選出される
外山さんも日本のサッチモファンに呼びかけ大攻勢！みなさんのご協力のお陰です

１９２０年代、“ジャズ語”とも言えるような、今

のジャズにまで続くテクニックと表現、そして最

も大事なスイング感をこの世にプレゼントしたサ

ッチモ。そのサッチモの家にあるサッチモが愛

した日本庭園保存プロジェクトが、フェイスブッ

クの人気投票に立候補し、ルイ・アームストロン

グ・ハウス博物館から連絡を受けて私が、５月２

１日締め切りの投票をフェイスブックとメール配

信で、日本中にばらま

いて皆様に呼びかけて

いたところ見事、１５万ド

ル（１２００万円!!!!!） サ

ッチモ風に…オーイエ

ス！！）の賞金を獲得し

ました！ 日本のサッチ

モファンの皆様の応援

のお陰です。ご協力頂いた日本のサッチモファ

ンの皆様、ほんとうに有り難うございました！

賞金は日本庭園の保存修復に大いに役立つ

でしょう！

私達は、７月末、２０人を超える「サッチモの

旅」ツアー参加者の皆さんとハウスを訪れます。

サッチモの霊が喜んで出迎えてくれるかも…。

お墓参りも予定しています。（外山喜雄)

(前のページから続く)

どうしても分からないところがあって…

ネットで調べ外山さんに電話やメール

「それでも、どうしても分からないことがあって、ネットで

いろいろ調べているうち、日本ルイ・アームストロング協会

のホームページに行きあたったんです」と若林さん。そこ

には、若林さんの疑問に答えてくれるヒントがいっぱいあ

った。「でも、こんな大きなホームページを持っているとこ

ろに、聞いてみるなんて、ちょっと…」と思ったが、意を決し

て電話やメールを入れると、外山さんから何とも親切、丁

寧な返答がきた。「なんか外山さんがご病気で入院されて

いたようなんですが、病床からもご返事を頂いたんです

よ」。

かくして外山さんの全面的な協力・監修も得て、この著

作は発刊された。「人生で大切なのはお金でも便利さでも

なく、心の支えになる大好きなものを見つけること。そのこ

とを『少年のルイ』が教えてくれます」と、若林さんは、この

産経新聞のインタビューで話している｡＜この本に出会っ

たとき、わたしは何か運命的なものを感じていました＞(同

書訳者あとがきから)とも。

会場には、事務局の細川ハテミさんや、サッチモの旅の

“同窓生”、飛田利勝ご夫妻と息子さんご夫妻らも姿を見

せ、若林さんとの記念撮影など、大いに盛り上がる。若林

さんのセカンドラインも良かった！

若林さんと、外山夫妻らが出会った翌日（４月１４日）の

読売新聞夕刊に、この『はばたけ、ルイ！』が書評で取り

上げられていた。外山さんがよく言うように「これも、本当に

いたずら好きのサッチモの仕業に違いありません」。オー、

イエー！

すっかりファンになってしまった若林さんは、今年の「サ

ッチモの旅」に参加される予定です。みなさんもご一緒に

いかが？

外山さんが推薦(翻訳本の表紙カバーから)

質屋の店先にあった“ルイ少年のあこがれのコルネット”

が語るルイ・アームストロングのお話！あまりにも可愛い設

定と大阪の中学校の先生、若林千鶴さんの熱意にすっか

り共感して、楽しんでお手伝いさせていただきました。本

当に可愛い挿絵の可愛いお話です。是非皆様のコレクシ

ョンに一冊どうぞ！！！

(写真上)庭園中央の芝生に椅子を並べての演奏

会も。写真ではセインツが演奏中 （写真下）庭園

には池もあり鯉も泳いでいる＝撮影:小泉良夫

平成２４年４月１４日付けの読売新聞に掲載された書評



セルマさんは、私が世界一、敬愛したひとの一人だ。

彼女の住まいはＮＹクイーンズ区コロナ１０７丁目３４-５２

番地、サッチモが１９４３年から７１年に他界するまで暮らし

た “サッチモの家” １０７丁目３４－５６番地のすぐ隣…文

字通り‘サッチモにもっとも近い人’だった。

１９４５年ビッグバンドを解散しデキシーランドジャズのバ

ンド編成に戻ったルイ…歴史

的タウンホールコンサート、シ

ンフォニーホール…１９２３年５

月１６日生まれのセルマさん

は、その頃２０歳そこそこ…サ

ッチモに可愛がられ、ジャック

Ｔ、バーニー・ビガード、ビッ

グ・シド・カトレット、アール・ハ

インズ、アーベル・ショーの歴

史的メンバーとのツアーにもス

タッフでつれていってもらい、

トレードマークのハンカチ１５０

枚 を “ 携 帯 用 の 小 型 洗 濯

機！！”で洗濯、アイロンをか

ける仕事をしたと言う。うら若いセルマさんの身をサッチモ

は心配して、メンバーが“悪さ”をしないように目を光らせ、

ある時など“のぞき”の被害にあわないように部屋の隙間

にテープを目張りしてくれて…と笑って話していたセルマ

さんが懐かしい。

サッチモハウスを訪れる度に私がラッパを出してサッチ

モのテーマ『南部の夕暮れ』や『ウエストエンド・ブルース』

を吹くと、「トヤマ！！！」と言って家から飛び出してきてく

れた。サッチモハウスの入り口のステップで記念写真を撮

りながら、“南部”を歌ったらびっくりして目を丸くした。隣

人サッチモと長年生きた彼女に、私のサッチモが乗り移っ

た瞬間だった。以来、彼女は“私のサッチモ”の最大の理

解者に成ってくれた気がする。

毎年サッチモのお墓参りに同行してくれたセルマさんだ

が、昨年は、息切れと動悸がひどくてお墓まで行くのは断

念、墓地の入り口にある木陰で待つことになった。お墓で

演奏後、彼女に演奏をプレゼントしたいと思い、木陰で待

つ彼女を囲んで『マスクラット・ランブル』を演奏した。彼女

はすっかり喜んでくれて素敵なステップで踊り出した。

その数日後、サッチモ・サマーフェストのセミナーで講

演するため、セルマさんはサッチモハウスのスタッフに助

けられ、車椅子で酷暑のニューオリンズにやってきた。金

曜日、老人ホームでの私達の演奏開演直前、セルマさん

が車椅子で入ってきて一番前に陣取り、最後まで楽しん

でくれたのが本当に嬉しかった。オープニング・テーマの

『南部の夕暮れ』のエンディングで機転を利かせて彼女に

マイクを持っていった…見事サッチモ風に「♪グッド・イブ

ニング・エブリボディー！！」と歌って締めてくれた。その

映像、また、『バーボンストリート・パレード』で、車椅子から

立ち上がって踊り出したシーンは、嬉しいことにユーチュ

ーブで映像を見ることができる！！(下記のＵＲＬ)

http://www.youtube.com/watch?v=tUfwZMo97BU

http://www.youtube.com/watch?v=urv5qmONA2s&feature=relmfu

翌日のセミナーでは、“良き隣人サッチモ”というタイトル

の彼女の講演で、とびきり楽しいサッチモとの想いでを元

気いっぱい一時間語り、私たちも楽しませてもらった。

サッチモ・サマーフェスト最終日の日曜日、恒例のジャ

ズミサでトレメ・ブラスバンドと演奏した。演奏が終わり教会

から出て炎天下のパレードに入ろうとするとき、どこからと

もなく「トヤマ！！！」と叫び声がした。車椅子のセルマさ

んだった。彼女は大喜びで車椅子から飛び上がり、ラッパ

を吹く僕の腕に飛びついて、焼け付くような太陽の中を一

緒にしばらくパレードをしてく

れた。一生忘れられない想い

出だ(写真左＝撮影:小泉良夫)。

彼女がこう言ってくれた事

がある。「トランペッターは多

いけど、本当にサッチモの心

を理解しているのは、トヤマ、

ユーだけだよ」。 私の心も、

彼女がそういう気持ちが手に

取るようにわかって…そんな

お互いの気持ちの通じ合い

は不思議な感覚だった。昔亡

くなった私の祖母にもタイプ

や風貌がちょっと似ていて、私の中では、なんだか自分の

おばあさんだったような、不思議な気がする。

昨年のニューオリンズの夏…消えそうになる命の火を揺

らせながら愛するサッチモの故郷を訪れ、NY で、またニュ

ーオリンズで私達日本から来たサッチモファンと忘れ得ぬ

想い出を残してくれたセルマさん…。

2011 年のニューオリンズの夏は、私たち、ツアーに参加

して下さった皆さん、、、、そして､きっとセルマさんにとって

も、忘れ得ない夏となりました。どうぞ愛する隣人サッチモ

夫妻とともに、天国で安らかにお眠りください。

友人セルマ・ヘラルドさんの死を悼む
古川  博（京都市）

２０１１年１２月、外山喜雄ツアーの友人であり、サッチモハ

ウスの隣人、セルマ・ヘラルドさんが亡くなった。２００４年の外

山喜雄ツアーで、初オープンしたルイ・アームストロング記念

館を訪問して以来、サッチモハウス前で外山さんがサッチモ

の名曲“南部の夕暮れ”をトランペットで吹くとセルマさんが笑

顔で自宅から出てきて、毎回我々のツアー一行を出迎えてく

れた。２０１０年、２０１１年は“ウエ

スト・エンド・ブルース” を吹い

た。

サッチモの生き証人・セルマさん

が２０１１年１２月始めに亡くなっ

た悲報を１２月４日付外山さんか

らのメールで知って、悲しく大き

なショックであった。

２００８年はサッチモお墓参りの帰り、昼食会に同行された

し、２０１１年８月はニューオリンズでサッチモ祭のセミナーに

元気でゲスト出演した。少し気になったのは足が弱くなられた

印象であった。その年の暮れに急に亡くなられたとは残念で

ならない。２００４年以来毎年のサッチモツアーでセルマさん

とは、多くの記念写真を撮ってきたが、２０１１年８月はとても

お洒落なエスニック柄のシャツでお元気なセルマさんと最高

の写真が撮れて投稿しました。心よりご冥福をお祈り致しま

す。  (写真は、２０１１年８月２日、 サッチモハウス前にて)

世界でもっともサッチモに近かった人！
“良き隣人”セルマ・ヘラルドさんを偲んで
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ご寄付と嬉しいお手紙

ありがとうございます！！

◆宮原 明様（会員、府中市） トランペット

外山喜雄さんの先輩で、高校時代に同じブラスバンドの

トランペット・セクションで教えて頂いたそうです。高校から

大学時代、宮原さんが愛用されたコーンの名器トランペッ

トです。

◆鳴瀧 晶様（習志野市） フルート（ＹＡＭＡＨＡ ３１１）

２５年くらい前に購入したもので、１０年以上吹いていな

い楽器です。タンポ交換などが必要だと思います。ケー

ス・掃除棒あり。古い楽器ですが処分するには勿体なく、

どなたかに使って頂きたいと考えています。

◆大川敏明様（所沢市） アルトサックス

石巻ジュニアジャズオーケストラの発足で、現地からア

ルトサックスのご希望があったタイミングに、偶然ご寄付頂

き、発足式(記事は１２面)で贈呈されました。

◆グローバル様

石巻ジュニア・ジャズへの楽器寄贈では、グローバル様に

も、またまた、お世話になりました。（アルトサックス１点購入、

楽器修理等も）

◆若林千鶴様（会員 大阪市）  30,000 円

◆鈴木鐵雄様（会員 北区） 10,000 円

◆森田育弘様（会員 松戸市）   10,000 円

石巻ジュニアジャズオーケストラ支援楽器
要望楽器 機  種 メーカー 適  用

バストロンボーン WJF所有

アルトサックス AS567GL ジュピター WJF購入

アルトサックス ＡＳ220（台湾） セルマー
WJF大川さん

寄贈

テナーサックス TS587GL WJF所有

バリトンサックス BS793GL ジュピター 購入予定

キーボード YAMAHA P-85 YAMAHA WJF中古購入

ギターアンプ PEAVEY Bandit112 ピーヴィ WJF中古購入

ベースアンプ HARTKE A100 ハートキー WJF中古購入

ドラムセット Stage Custom 一式 YAMAHA
宮城音楽支援

ネットワーク

「銀座で気仙沼支援チャリティライブ」
収支のご報告

◆収 入＝３８万３２００円
チケット売り上げと募金箱へのご寄付

◆支 出＝１０万６１４０円
チラシ、チケット印刷代など事務経費等

◆差し引き収益(全額寄付に充当)

２７万７０６０円

・寄贈先は、「スウィング・ドルフィンズ」に１０万円
・石巻ジュニアジャズオーケストラの楽器購入費用

(グローバルからアルトサックス購入＝６万円

佐々木さん側がネットで購入したキーボード、ギタ

ーアンプ、ベースアンプ代金＝６万７７７０円）

１２万７７７０円

・残額４万９２９０円は、来るべき日米被災地交流

などに補充する予定。

  募 集 中！  
♪ジャズを愛する皆様

どうか会員になって下さい！！

また皆様のお知り合いの方々に

ぜひ、ＷＪＦへのご入会をお勧め下さい

＝ＷＪＦ年会費＝

一般会員(General Membership)     \6,000

学生会員(Student Membership)  \3,000

賛助会員(Friends of Louis Armstrong) \12,000

■会費のお振込み先■

郵便振替 00110-4-415986

ワンダフルワールド・Ｊ・Ｆ

銀行振込 三菱東京UFJ銀行浦安駅前支店

普通：5175119“ワンダフルワールド”

お問い合わせは：ＷＪＦ事務局

TEL： 047-351-4464

Fax ： 047-355-1004

Email:saints@js9.so-net.ne.jp

日本ルイ・アームストロング協会ＨＰ

検索エンジン:Yahoo,Google で

ルイ・アームストロング


